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豊
臣
秀
長
は
、
天
文
９
年
（
1540
年
）
に
尾

張
国
愛
知
郡
中
村
に
生
ま
れ
、
戦
国
時
代
か

ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
で
あ

り
、
秀
吉
の
弟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

性
格
は
兄
の
秀
吉
と
は
異
な
り
温
厚
で
誠
実

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

兄
・
秀
吉
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
諸
大
名
や

家
臣
か
ら
も
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
兄
と
と
も
に
織
田
信
長
に
仕
え
、

城
の
留
守
を
任
さ
れ
る
な
ど
一
目
置
か
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
織
田
信
長
の
没

後
、
天
下
統
一
を
目
指
す
秀
吉
の
名
補
佐
役

と
し
て
軍
事
・
外
交
面
な
ど
で
手
腕
を
発
揮
、

ま
た
戦
に
お
い
て
も
、「
中
国
攻
め
」
や
「
山

崎
の
戦
い
」、「
四
国
攻
め
」
な
ど
、
多
く
の

戦
場
で
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

秀
長
は
、
大
和
・
和
泉
・
紀
伊
の
三
国
に
ま

た
が
る
約
100
万
石
の
広
大
な
領
地
を
与
え

ら
れ
、
大
名
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い

き
ま
す
。
天
正
19
年
（
1591
年
）
に
52
歳
で
生

涯
を
終
え
る
ま
で
、
そ
の
人
生
を
兄
・
秀
吉

を
支
え
る
こ
と
に
終
始
し
ま
し
た
。

焼
き
討
ち
に
し
た
後
、
雑
賀
衆
や
根
来
衆
が

立
て
籠
も
っ
て
い
た
太
田
城
に
攻
め
入
り
ま

す
。
こ
の
戦
で
副
将
と
し
て
活
躍
し
た
の
が

秀
吉
の
弟
・
秀
長
と
甥
の
秀
次
で
し
た
。
な

か
な
か
太
田
城
を
攻
め
き
れ
な
か
っ
た
豊
臣

軍
は
、
備
中
高
松
城
を
攻
め
る
時
に
使
っ
た

「
水
攻
め
」
を
実
行
し
ま
す
。
水
攻
め
は
、

太
田
城
の
周
囲
に
全
長
５
㎞
以
上
の
堤
防
を

築
き
、
紀
ノ
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
こ
の
太
田
城
の
水
攻
め
は
、

「
備
中
高
松
城
の
水
攻
め
」、「
忍
城
の
水
攻

め
」
と
と
も
に
日
本
三
大
水
攻
め
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

太
田
城
が
位
置
し
て
い
た
の
は
、
現
在
の

JR
和
歌
山
駅
東
口
側
周
辺
の
地
域
と
さ
れ
て

お
り
、
発
掘
調
査
で
は
太
田
城
の
堀
の
可
能

性
が
あ
る
大
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊臣秀長の肖像画（所蔵：春岳院）

大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
の
放
送
が
2026
年
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

秀
吉
の
弟
・
秀
長
は
、
実
は
和
歌
山
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
武
将
で
す
。
こ
の

放
送
を
き
っ
か
け
に
、
秀
長
と
い
う
人
物
や
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
、

本
市
に
関
わ
る
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

秀
吉
と

秀
長

豊
臣

豊
臣

兄
の
天
下
統
一
を
支
え
た

秀
長
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か

総光寺由来并太田城水責図（部分）（惣光寺蔵）

秀
長
の
生
涯

　

日
本
名
城
100
選
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
て

い
る
和
歌
山
城
。
そ
の
築
城
に
、
秀
長
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

天
正
13
年
に
紀
州
を
平
定
し
た
秀
吉
は
、

弟
の
秀
長
に
命
じ
て
紀
ノ
川
河
口
部
の
岡
山

（
現
在
の
虎
伏
山
）
に
城
を
築
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
城
こ
そ
が
和
歌
山
城
で
す
。
築
城
を
担

当
し
た
の
が
、
の
ち
に
築
城
の
名
人
と
い
わ

れ
る
藤
堂
高
虎
で
、
和
歌
山
城
は
高
虎
に

と
っ
て
初
め
て
、
本
格
的
に
手
が
け
た
城
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
年
、
秀
長
は
大
和
郡
山
城
（
奈
良
県
大

和
郡
山
市
）
に
移
っ
た
た
め
、
家
臣
の
桑
山

重
晴
が
秀
長
の
城
代
と
な
り
ま
し
た
。
和
歌

山
城
内
に
は
、
今
も
な
お
、
築
城
当
時
の
石

垣
等
が
残
っ
て
い
ま
す
。

秀長ゆかりの地― ―
本市にある秀長ゆかりの地をいくつかご紹介します。

●日時／３月４日水 18 時～開催予定
●場所／和歌山城ホール
　　　　大ホール
●内容／

・パネルディスカッション
・タレント  田村淳さんによる
　　　　　 記念講演
●対象／どなたでも申込可能
●定員／ 900 人程度（抽選）
●費用／無料
●申込／ 2 月 11 日水まで
※申込方法等、詳細は運営を行う
　テレビ和歌山の HP で
●主催／和歌山市・（一財）自治総合センター
●問合先／和歌山城整備企画課☎ 435-1044

豊臣兄弟ゆかりの地
和歌山の歴史を学び、

未来へ届けるシンポジウム

●日時／２月 21 日土 19 時～
●場所／和歌山城公園　西の丸広場
●内容／
500 機のドローンが
和歌山城天守閣上空
に光のアートを描き
ます。
●問合先／和歌山城
整備企画課☎ 435-
1044

「WAKAYAMA  LIGHTS  2025」
豊臣から始まった和歌山城の歴史を彩る

≪さまざまなイベントを開催！≫

●日時／３月８日日
　　　　①９時 30 分～、② 13 時 30 分～
●集合場所／わかやま歴史館前
●見学場所／和歌山城および周辺
●定員／各回 20 人（抽選）
●内容／和歌山城内や周辺を巡り、築城期
　の和歌山城などの痕跡について説明する。
●費用／無料
●申込／２月 10 日火～ 24 日火に電話また 
　はメールにて氏名・日中の連絡先・居住
　地の郵便番号・希望の時間①②
●抽選結果／２月 27 日金
●備考／動きやすい服装
●問合先／和歌山城整備企画課☎ 435-1044
　メール：wakayamajo@city.wakayama.lg.jp

第 2 回和歌山城見学会
「和歌山城に残る豊臣兄弟の痕跡」

　

天
正
10
年
（

1582
年
）
の
本
能
寺
の
変
以
降
、

実
権
を
握
っ
た
兄
・
秀
吉
は
、
雑
賀
衆
・
根

来
衆
と
の
対
立
を
深
め
、天
正
13
年
（

1585
年
）

に
約
６
万
の
軍
で
紀
州
攻
め
を
行
い
、
根
来

寺
（
岩
出
市
）
や
粉
河
寺
（
紀
の
川
市
）
を

日
本
三
大
水
攻
め
の
舞
台
、
太
田
城

名
城
・
和
歌
山
城
の
築
城

　虎伏山山麓に築かれた石垣の一
部には豊臣秀長の頃に築かれた石
垣が見られます。

虎伏山山麓に見られる当初の石垣

刺田比古神社

　和歌山城の南に位置する神社。
秀長による和歌山城築城の際、城
を鎮護する神とされました。

珊瑚寺

　和歌山城の南に位置する曹洞宗
の寺院。秀長の家臣で和歌山城代

（のち城主）を務めた桑山重晴の
菩提寺です。

紀三井寺

　紀三井寺には、豊臣秀長にまつわる「春子伝説」が伝承されており、境内に
は春子稲荷社も祀られています。今回新たに、境内・稲荷社前の白壁に、春子
稲荷伝説壁画が鏝絵（レリーフ）で描かれました。

岡口門
　築城当初は和歌山城の大手門（表
門）でしたが、のちに搦手門（裏門）
になりました。現在の建物は江戸
時代初期に改築されたものです。

和歌山城


